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委員会から， 去る4 月15日， 別項のような提案が
あ りました。
安全週間にあた り， 乙とに掲載しますので， こ
のととについて御意見のある方は， 総長あて（経
理部管財課気付） に文書で提出してください。

























































3） 教育・研究および診療にとって， よ り良い
環境が保たれる乙と。




重に制限し， 一方， 必要に応じて構内に， 歩
行者専用道路， 歩道および車両乗 り入れ禁止
区域等を設けるものとする。
2） 大学は， 歩行者 専用道路等の 設定に 応じ
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って， 第1 段階の規制実施後は， すみやかに第







する車両台数を 必ずしも 正確には 把纏できて いない
し駐車場の検討についても部局ごとに大きな差が認
められる。 従って， 当面は， 構内の運行と駐車とを 主
に規制し， 部外事の構内 乗り入れを 制限するととも










今年も例年どお り7月 1 日から7 日まで， 国家






ません。7月 1 日は， 「国民安全の日」と定めら







根絶と防止を期して， 同 じく7月 1 日から7日ま
で実施されます。
京都大学においても， 国家公務員安全週間にあ





















践する乙とにな りますが， やは り何といっても，
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ちょっとした 気の ゆるみや 馴れによる 安心感か
ら， 安全でない動作や作業が行われがちで， 乙れ
が重大な災害発生の原因となる乙とが少なくあ り
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査し， 有害な 条件の下での作業を避け， 改善す














以上は， きわめて常識的な目標であ り， 常々関
係者の努力も続けられてきたはずの ことであ り
ます。 しかしながら， 京都大学においても， い
第2図 最近3 年間の原因別職場災害発生状況






は， 凡そ第 2図のとお りですが， ζれを検討・反
省するとき， 今年度安全週間の標語「“絶対”と
思ったときにもう一度」を思いお乙します。 やは


























の属する月 の前月 の末日から過去3 カ月 聞に支払
われた給与の総額を， その 3 か月聞の総日数で除
して得た額です （補償法4 条）。 補償を受ける権
利は離職しても消滅しません（補償法7 条） が，
故意もしくは重大な過失等によって， 負傷・疾病
・事故が起とった り， その程度が懇化した りした
ときは， 休業補償または障害補償の全部または一
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償芸 ） ｜｜ 負傷し， または疾病にかかった場合 ！ なお るまで 療養を行川た嚇費を鵡
























葬 祭 補 償 死亡した場合 葬祭な行った者に7万円に平均給与額の3 0日分を加えた額 か平均給与額の60日分のいずれか高い方（補償法 18条）
さらに， 現在同法に基づいて実施されている福
祉施設としては， 義肢・義眼等の補装具の支給の











さて， 安全週間にあた り， その説明に加えて，
不幸な事故が発生した場合の補償内容の概要を一
応紹介しましたが， その具体的手続の概要は別記
のとお りであ ります。万一の場合には， 迅速に公
正な補償が実施されなければな りませんので， 参
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認定は， 実施機関の 長が速やかに 行う（規則


































16-4第1 条， 第 5 条， 第12条， 第21条）。
0乙れらについては， 補償事務主任者が手助
けを行う。














0審査の 申立ては， 補償事務 主任者 ではな
く， 被災職員等が行うものである。








さる 6 月15日（土）午後に， 本学学生が公務執
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ったと判断されたので， 翌6 月1 9日（水）午前に





年夏季 および冬季に 開設されている 白馬山の家






なお， 建物は， 山小屋風の木造地 上2 階地 下1
階建で， 間取 りは1 階が食堂兼談話室， 2 階が寝




1 名 称 京都大学白馬山の家あずみ おたり ち〈に





3 開設期間 7月2 0日（土）から8 月2 0日（火）
まで
4 所要経費 1 人1泊 使用料80円， ほかに食
費等実費程度




























土木 総合館15 5号室において執 り行われる予定で
ある。
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